
研修案内 

「どうして?」を「わかった!」に変える 
「行動」の裏にあるメッセージを読み解く 

～計画書から紐解く、強度行動障害への環境整備とチーム支援～ 

 

開

催

の

背

景 

「なぜ、あのような行動が起こるのか……」 他害や自傷、パニックといった強度行動障

害は、本人にとっての「苦しさ」や「伝えられない要求」の現れです。目の前の行動だけ

を追うのではなく、背景にある要因を分析し、環境を整えることで解決の糸口を探りま

す。計画書の作成から具体的な支援への落とし込みを、共に学びましょう。 

 

本研修のポイント・視点 

Point 01 Point 02 Point 03 

「行動」の意味を理解 環境要因の分析と改善 計画書を支援の武器に 

本人の「苦しさ」を理解し、コミ

ュニケーションの不全や感覚的要

因を多角的に分析します。 

行動が起こる前の状況や周囲の対応

（物理的・人的環境）を整え、行動

障害を軽減する視点を養います。 

本人の情報や計画書等（サービス

等利用計画・個別支援計画）に基

づいた、具体的で即効性のある対

応策を検討します。 
 

プログラム内容予定（演習形式） 

１ 事例の概要把握 対象者の基本情報、行動障害の具体的内容（頻度・強さ）の共有。 

２ 背景分析ワーク 
「なぜ起きたのか?」を感覚・健康・環境・コミュニケーションの視点

から深掘り。 

３ 成功・試行錯誤の共有座談会 「うまくいった事例」や「過去の試行錯誤」をチームで共有。 

４ 支援計画の見直しと具体策 他害自傷・大声など、具体的な場面へのアプローチを検討。 
 

開催概要 

日 時 2026 年 7 月 15 日（水曜日） 10:00 ～ 15:30  ※受付 9:45～ 

会 場 ヒューマンケアスクール大分 (870-0026 大分市金池町 2 丁目 14-23 谷口ビル 402) 

対 象 相談支援専門員、児発管、サビ管、福祉専門職、支援に携わる方 

持ち物 筆記用具・お弁当等 
 



研修申込要綱 
「どうして?」を「わかった!」に変える 強度行動障害 事例検討研修 

 

申込方法 

① FAX 

下記の申込書にご記入のうえ、

FAX にてお送りください。 

FAX 番号:097-529-7276 

② WEB フォーム 

下記 URL または QR コードよりお申し込みください。 

https://forms.gle/vrSumQVEZtdnDt8R7 

 

申込締切 2026 年 6 月 30 日（火曜日） ※定員になり次第締め切ります 

定  員 10 名（先着順） 

参 加 費 無料 

問合せ先 
ヒューマンケアスクール大分 担当:雪松 

TEL:097-529-7277 /Email:jinzaiikusei@humancare-school.jp 

当日は研修参加者の実際の事例に基づき演習を行います。 

つきましては、事前に（①基本情報②サービス等利用計画書③個別支援計画書）の提出をお願い致します。          

提出方法につきましては、受講決定連絡の際にご案内させて頂きます。※提出困難な場合は模擬事例を使用します。 

申 込 書 
 

（ふりがな） 
申込者名 

 

性 別 男性 ・ 女性 ・ その他 

所属事業所名  

職種・職名  

年 齢      歳 

連絡先電話番号  

メールアドレス  

参加動機・備考 

 

 
※ ご記入いただいた個人情報は、本研修の運営目的にのみ使用し、適切に管理いたします。              公益財団法人 人材育成振財団 

                                                        ヒューマンケアスクール大分  


